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～ 度 会 町 総 合 防 災 訓 練 ～

◦年頭のあいさつ
◦第４回定例町議会を開催
◦３事業者とレジ袋有料化等協定締結

主な 内 容

地域のみんなで 大地震に備えよう！



新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
町
民
の
皆
さ
ま
の
ご
健
勝

を
願
い
つ
つ
、
年
頭
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

旧
年
中
は
、
区
・
自
治
会
長
さ
ま
を
は
じ
め
、
町
民
の
皆
さ
ま
に
は
、

多
大
な
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
各
種
事
業
に
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
を
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
私
の
公
約
で
あ
り
ま
し
た
「
わ
か
り
や
す
い
政
治
」
を
モ
ッ
ト
ー

に
開
催
し
た
『
ふ
れ
あ
い
ト
ー
ク
』
は
、
11
月
を
も
ち
ま
し
て
、
一
巡
し
終

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。「
一
事
が
万
事
」
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
貴
重
な
ご
意
見
は
公

表
し
、
と
も
に
愛
す
る
故
郷
の
た
め
に
、
自
立
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
反
映
さ
せ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

政
治
経
済
情
勢
の
悪
化
は
、
地
方
行
政
に
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
は
、
避
け
ら
れ
な
い
事
実
で
ご
ざ
い
ま

す
。
し
か
し
な
が
ら
、
粘
り
強
く
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
利
益
と
利
便
を
勘
案
し
、
各
種
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
く

決
意
で
ご
ざ
い
ま
す
。

ま
た
、
皆
さ
ま
の
お
か
げ
を
も
ち
ま
し
て
、
無
事
、
度
会
小
学
校
が
開
校
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
は
、
大
き
な
集

団
で
の
学
校
生
活
に
お
け
る
児
童
の
教
育
や
心
の
ケ
ア
、
教
育
施
設
な
ど
の
整
備
を
進
め
、
モ
ラ
ル
の
回
復
を
目

指
す
教
育
の
充
実
、
子
育
て
支
援
の
推
進
、
高
齢
化
社
会
へ
の
地
域
福
祉
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
農
林
業
の
低
迷
は
、
深
刻
な
状
況
で
す
が
、
辛
抱
強
く
農
林
業
の
振
興
、
地
産
地
消
、
活
性
化
対
策

事
業
の
推
進
、
森
林
・
林
道
整
備
事
業
に
も
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。「
宮
リ
バ
ー
度
会

パ
ー
ク
の
再
整
備
事
業
」
や
一
之
瀬
川
流
域
の
過
疎
化
対
策
の
一
環
「
日
帰
り
観
光
ス
ポ
ッ
ト
の
構
築
」
な
ど
、

皆
さ
ま
と
と
も
に
推
進
し
て
い
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

本
年
も
一
段
と
厳
し
い
財
政
状
況
の
下
、〝
兎
の
積
極
的
な
気
概
〞
と
〝
亀
の
慎
重
な
心
境
〞
を
基
軸
に
、
町

議
会
を
は
じ
め
町
民
の
皆
さ
ま
と
と
も
に
、
郷
土
愛
を
育
み
な
が
ら
、
小
さ
な
町
が
光
り
輝
き
ま
す
よ
う
頑
張
っ

て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

郷
土
愛
を
育
み

　

自
立
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て

度
会
町
長　

中

村

 

順

一

2広
報わたらい（№ 522）



新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

平
成
21
年
の
年
頭
に
あ
た
り
、
度
会
町
議
会
を
代
表
い
た
し
ま

し
て
、
謹
ん
で
新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

町
民
の
皆
さ
ま
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
健
や
か
に
新
春
を
お

迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。　

旧
年
中
は
度
会
町
に
と
っ
て
大
き
な
自
然
災
害
も
な
く
、
比
較

的
穏
や
か
な
一
年
で
あ
り
、
本
年
も
ど
う
か
そ
の
よ
う
に
と
年
頭
に
願
う
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

今
、
国
や
地
方
を
取
り
巻
く
環
境
は
以
前
に
も
増
し
て
一
層
厳
し
い
状
況
下
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
中
、
加
え
て
少
子
高
齢
化
の
波
は
と
ど
ま
る
こ
と
な
く
、
ま
た
国
の
財
政
状
況
を
鑑
み
ま
す
と
、

地
方
自
治
体
に
お
け
る
さ
ら
な
る
行
政
の
効
率
化
が
必
要
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

地
域
住
民
の
代
表
で
あ
る
私
た
ち
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
住
民
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
地
域
づ

く
り
を
進
め
る
一
方
、
厳
し
い
状
況
下
で
の
自
治
体
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
あ
く
ま
で
も
皆
さ
ま
方
の

目
線
に
立
ち
、
町
執
行
部
と
町
政
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
な
ど
を
話
し
合
い
、
誠
心
誠
意
、
住
民

皆
さ
ま
方
に
応
え
る
よ
う
議
員
一
丸
と
な
り
、
取
り
組
ん
で
い
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
よ
り
一

層
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

新
し
い
年
が
皆
さ
ま
方
に
と
り
ま
し
て
輝
か
し
い
一
年
で
あ
り
、
度
会
町
が
更
な
る
発
展
を
い
た
し

ま
す
よ
う
、
併
せ
て
皆
さ
ま
方
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

厳
し
い
地
方
行
政
の
中
で
議
会
は

度
会
町
議
会
議
長　

中

森
　

 

慰

迎 

春

副
議
長　

中　

村　

忠　

彦

議　

員　

濱　

岡　

裕　

之

議　

員　

牧　
　
　

幸　

作

議　

員　

溝　

口　

周　

生

議　

員　

木　

本　

タ
ヱ
子

議　

員　

八　

木　
　
　

淳

議　

員　
　
　

山　

延　

男

議　

員　

鳥　

羽　

幸　

德

議　

員　

福　

井　

秀　

治

議　

員　

大　

釋　

恭　

治

議　

員　

中　

井　

利　

正

（
副
議
長
除
き
議
席
順
）

　

本
紙
を
も
っ
て
、
新
年
の
ご
挨
拶
に

代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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平
成
₂₀
年
第
４
回
度
会
町
議
会
定
例
会
は
、
去
る
₁₂
月
９
日
か
ら

₁₆
日
に
か
け
て
の
８
日
間
で
開
催
さ
れ
、
条
例
改
正
案
や
補
正
予
算

案
な
ど
に
つ
い
て
審
議
し
、
そ
れ
ぞ
れ
原
案
ど
お
り
可
決
・
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

一
般
会
計

◎
一
般
会
計
補
正
予
算︵
第
４
号
︶

１
３
４
，
５
１
１
千
円
を
追
加

し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
そ

れ
ぞ
れ
３
，
２
７
４
，
４
５
９
千

円
と
し
ま
し
た
。

◦
主
な
内
容

総

務

関

係

○
Ｌ
Ｇ
Ｗ
Ａ
Ｎ
（
総
合
行
政
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
）
機
器
更
新
に
か
か

る
業
務
委
託
料

一般会計
32，377千円追加32，377

一般会計
32，377千円追加第4回度会町議会定例会を開催

平成
20年

民

生

関

係

○
福
祉
医
療
費
（
心
身
障
害
者
）

補
助
金
の
追
加

農
林
水
産
業
関
係

○
ふ
る
さ
と
農
道
事
業
負
担
金
の

追
加土

木

関

係

○
度
会
団
地
排
水
施
設
購
入
費

教

育

関

係

○
美
し
国
駅
伝
大
会
実
行
委
員
会

補
助
金
の
追
加

◎
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算
︵
第
３
号
︶

２
１
，０
０
０
千
円
を
追
加
し
、

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
そ
れ
ぞ

れ
８
１
０
，
９
９
７
千
円
と
し
ま

し
た
。

◎
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算
︵
第
２
号
︶

８
，
２
３
７
千
円
を
追
加
し
、

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
そ
れ
ぞ

特
別
会
計

れ
１
４
０
，
９
７
３
千
円
と
し
ま

し
た
。

◎
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

︵
第
２
号
︶

１
，
１
６
６
千
円
を
追
加
し
、

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
そ
れ
ぞ

れ
６
３
６
，
２
０
９
千
円
と
し
ま

し
た
。

◦
そ
の
他
可
決
さ
れ
た
議
案

◎
度
会
町
職
員
の
勤
務
時
間
、
休

暇
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

株
式
会
社
日
本
政
策
金
融
公
庫

法
な
ど
の
施
行
に
伴
い
、
条
文
の

整
備
を
し
ま
し
た
。

◎
度
会
町
公
益
法
人
等
へ
の
職
員

の
派
遣
等
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

公
益
法
人
等
へ
の
一
般
職
の
地

方
公
務
員
の
派
遣
等
に
関
す
る
法

律
が
改
正
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、

条
文
の
整
備
を
行
い
ま
し
た
。

◎
度
会
町
学
校
医
、
学
校
歯
科
医

及
び
学
校
薬
剤
師
設
置
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

学
校
保
健
法
等
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
の
施
行
に
伴
い
、
条
文

の
整
備
を
し
ま
し
た
。

◎
度
会
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

産
科
医
療
補
償
制
度
の
創
設
に

合
わ
せ
、
出
産
育
児
一
時
金
の
支

給
額
の
見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。

◎
三
重
県
市
町
公
平
委
員
会
を
共

同
設
置
す
る
地
方
公
共
団
体
の

数
の
増
減
及
び
そ
の
規
約
の
変

更
に
関
す
る
協
議
に
つ
い
て

平
成
21
年
３
月
31
日
を
も
っ
て
、

多
気
郡
大
台
町
、
度
会
郡
大
紀
町

中
学
校
組
合
が
三
重
県
市
町
公
平

委
員
会
を
脱
退
、
ま
た
平
成
21
年

４
月
１
日
か
ら
木
曽
岬
町
が
加
入

す
る
申
し
出
が
あ
っ
た
た
め
、
そ

の
協
議
を
行
う
こ
と
と
あ
わ
せ
て
、

そ
れ
に
伴
う
規
約
の
改
正
に
つ
い

て
の
協
議
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

◎
度
会
町
教
育
委
員
会
委
員
の
選

任
に
つ
き
同
意
を
求
め
る
こ
と

に
つ
い
て

度
会
町
教
育
委
員
会
委
員
に
掛

橋
一
夫
さ
ん
（
川
口
）、
山
本
葊

美
さ
ん
（
平
生
）
を
選
任
す
る
こ

と
に
つ
い
て
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

一般会計

134,511千円追加

一般質問のようす
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一
般
質
問

○
企
業
誘
致
に
つ
い
て

（

山
延
男
議
員
）

○
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

（

山
延
男
議
員
）

○
子
育
て
支
援
施
策
に
つ
い
て

（
溝
口
周
生
議
員
）

○
国
保
資
格
証
明
世
帯
に
お
け
る

子
ど
も
の
無
保
険
状
態
に
つ
い
て

（
溝
口
周
生
議
員
）

○
保
育
所
園
児
の
保
護
者
の
送
迎

に
つ
い
て
（
一
之
瀬
地
区
）

（
濱
岡
裕
之
議
員
）

○
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置
に
伴
い
、
ど
れ

だ
け
の
人
々
が
知
識
を
得
て
い
る

の
か
に
つ
い
て（木

本
タ
ヱ
子
議
員
）

○
度
会
小
学
校
バ
ス
通
学
、
徒
歩

通
学
に
つ
い
て（木

本
タ
ヱ
子
議
員
）

○
小
中
学
生
の
携
帯
電
話
の
保
有

状
況
、
使
用
状
況
に
つ
い
て

（
牧
幸
作
議
員
）

○
災
害
と
そ
の
対
策
に
つ
い
て

（
鳥
羽
幸
德
議
員
）

○
災
害
時
の
対
策
に
つ
い
て

（
鳥
羽
幸
德
議
員
）

○
限
界
集
落
に
つ
い
て

（
福
井
秀
治
議
員
）

○
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

（
福
井
秀
治
議
員
）

度会小学校６年生児童９９人
　　　　　　　町議会を傍聴

真 剣 に 聞 く 児 童

〜 

２
月
１
日（
日
）か
ら
ご
み
ゼ
ロ
社
会
の
実
現
を
め
ざ
す

買
い
物
袋
持
参
運
動
を
実
施 

〜

買
い
物
袋
を
持
っ
て
買
い
物
に
出
か
け
ま
し
ょ
う
！

レ
ジ
袋
有
料
化
に
関
す
る

協
定
を
締
結

去
る
12
月
10
日
、
役
場
に
て
、

度
会
町
に
お
け
る
、
ご
み
ゼ
ロ
社

会
の
実
現
を
め
ざ
す
買
い
物
袋
持

参
運
動
及
び
レ
ジ
袋
有
料
化
に
関

す
る
協
定
締
結
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。協

定
締
結
式
に
は
、
３
事
業
者

の
代
表
者
、
中
村
町
長
、
杉
本
町

商
工
会
長
、
県
環
境
室
長
ら
が
出

席
し
、協
定
が
締
結
さ
れ
ま
し
た
。

協
定
書
に
は
、
レ
ジ
袋
の
無
料

配
布
を
中
止
し
、
買
い
物
袋
の
持

参
を
推
進
す
る
こ
と
、
ま
た
レ
ジ

袋
有
料
化
で
得
た
収
益
金
を
地
域

社
会
に
還
元
す
る
こ
と
な
ど
の
事

業
者
の
取
組
み
や
、
町
・
町
商
工

会
・
県
が
、
事
業
者
の
活
動
を
支

援
す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
ま

す
。協

定
を
締
結
さ
れ
た
事
業
者
の

町
内
の
店
舗
で
は
、
２
月
１
日

（
日
）
か
ら
レ
ジ
袋
が
有
料
に
な

り
ま
す
。

ご
み
ゼ
ロ
社
会
と
は

「
ご
み
を
出
さ
な
い
生
活
様
式
」

や「
ご
み
が
出
に
く
い
事
業
活
動
」

が
定
着
し
、
ご
み
の
発
生
・
排
出

が
極
力
抑
制
さ
れ
、
排
出
さ
れ
た

不
用
物
は
最
大
限
資
源
と
し
て
有

効
利
用
さ
れ
る
社
会
を
い
い
ま
す
。

レ
ジ
袋
を
有
料
化
さ
れ
る

事
業
者（
店
舗
名
）

◦（
株
）オ
ー
ク
ワ　

（
プ
ラ
イ
ス
カ
ッ
ト
度
会
店
）

◦
Ｃ
・
Ｐ
・
Ｓ
く
り
は
ら

◦（
株
）玉
城

（
グ
ッ
デ
ィ
度
会
店
）

（
五
十
音
順
）

※
町
・
町
商
工
会
・
県
は
、
事
業

者
の
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

▽
問
合
先　

役
場
生
活
環
境
課

（
☎
６
２
︱
２
４
１
５
）

ごみ分別収集の充実を
４トン塵芥収集車を配備

町では、ごみ分別収集の充実、
回収作業の効率化を図るため、

『４トン塵芥収集車』を配備し
ました。

ごみ分別収集の充実を
４トン塵芥収集車を配備

協 定 締 結 式

去る１２月１６日、度会小学校６年生の児
童９９人が、校外学習として町議会を傍聴し
ました。

会期最終日のこの日には、一般質問などが
行われ、児童らは、厳格な雰囲気の中、緊張
した面持ちで、質問や答弁に耳を傾け、メモ
をとっていました。
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協
議
会
で
は
、
鳥
獣
害
防
止
特

別
措
置
法
が
施
行
さ
れ
た
こ
と
に

伴
い
、
次
の
よ
う
な
鳥
獣
害
対
策

を
実
施
し
ま
す
。

獣
害
に
強
い
集
落
づ
く
り
を
目

指
し
、
区
長
や
事
業
推
進
委
員
を

中
心
に
地
域
の
皆
さ
ん
で
検
討
し
、

事
業
を
積
極
的
に
活
用
し
ま
し
ょ

う
。鳥

獣
害
対
策
に
は
「
集
落
で
の

粘
り
強
い
活
動
の
継
続
」
が
必
要

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
皆
さ
ん
が
講
じ
て
き

た
対
策
と
下
記
の
対
策
メ
ニ
ュ
ー

を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
鳥
獣

害
対
策
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
先　

役
場
産
業
建
設
課
内

度
会
町
鳥
獣
被
害
防
止
対
策
協

議
会
事
務
局
（
☎
６
２
︱
２
４

１
６
）

度
会
町
鳥
獣
被
害
防
止
対
策
協
議
会

各種事業概要
主な対策メニュー
（事業実施年度） 内　　　容 要望期限

侵入防止柵設置
（平成21・22年度）

◦水稲を主として、農地を集団
的に守るため、協議会が購入
した機材を希望する各区単位
に現物支給

◦地元（各区）が設置
◦事業費の 20％以内が地元負担

１月末

緩衝帯づくり
（平成20～22年度）

◦農地周辺の山林などを帯状に
伐採し、野生動物が出没しに
くい環境づくり

◦協議会が実施
◦事業費の 20％以内が地元負担

１月末

猪・猿捕獲用箱オリ設置
（平成 20～ 22年度）

◦協議会で購入した現物を、個
体数管理や地域での猿の追い
上げ活動に活用

◦地元負担なし
猿追い用無線発・受信器設置
（平成 20～ 22年度）

モンキードッグ（猿追い犬）
による猿追い
（平成 20～ 22年度）

◦協議会で訓練を受けた猿追い
犬『モンキードッグ』を購入し、
その飼い主ボランティアを募
集

※Ｈ 20 年度は２頭購入につき、
２人を募集し、引き渡しは３月
末を予定
◦地域での猿追い上げ活動を実

施
◦飼い主の研修経費を協議会が

負担

１月末

大野原德さんが
伊勢税務推進協議会長表彰を受賞
山北和男さんに
伊勢税務署長感謝状授与

去る１１月１１日、伊勢シティホテル
において納税表彰式が行われ、飲食店を
営む大野原德さん（棚橋）が、伊勢税務
推進協議会長表彰を受賞されました。

大野さんは、伊勢青色申告会理事を務
められ、会の運営・発展に多大な貢献を
されていることが称えられました。

また、酒税の保全及び酒類業組合等に
関する法律施行５５周年を記念し、山北
和男さん（平生）に伊勢税務署長から感
謝状が授与されました。おめでとうござ
いました。

平成20年 度会町ふるさと応援寄附金

　ふるさと納税制度にもとづき、ご寄附をいただ
いた方々です。
◦東谷　隆夫さん（神奈川県横浜市） 500,000円
◦西井　紀文さん（福島県いわき市） 30,000円
◦濱岡　博美さん（愛知県名古屋市） 200,000円
◦濱岡　昌子さん（愛知県名古屋市） 300,000円

（12月16日現在　申し出順）

　いただきました寄附金は、町のために大切に使
わせていただきます。ありがとうございました。

去
る
12
月
16
日
、
各
種
品
評

会
入
賞
者
な
ら
び
に
三
重
県
茶

業
功
労
者
賞
状
伝
達
式
が
役
場

に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

全
国
茶
品
評
会
お
よ
び
関
西

茶
品
評
会
、伊
勢
茶
品
評
会
に
、

町
内
か
ら
合
わ
せ
て
44
点
が
出

品
さ
れ
、
関
西
茶
品
評
会
で
６

点
、
伊
勢
茶
品
評
会
で
10
点
が

入
賞
し
ま
し
た
。

ま
た
、
茶
業
振
興
に
対
す
る

功
績
を
称
え
ら
れ
、
廣
幸
昭
さ

ん
（
棚
橋
）
が
三
重
県
茶
業
功

績
者
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
産
地
に
ふ
さ

わ
し
い
良
い
お
茶
が
栽
培
さ
れ

る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

入
賞
者
（
敬
称
略
、
た
だ
し
３
等
は

入
賞
数
）

関
西
茶
品
評
会

︻
普
通
煎
茶
の
部
︼

２
等

・
廣　
　

毅　
（
棚
橋
）

・（
有
）
畑
中
製
茶
（
立
岡
）

・
福
井　

秀
治
（
大
野
木
）

３
等　

３
点
入
賞

伊
勢
茶
品
評
会

︻
普
通
煎
茶
の
部
︼

２
等

伊
勢
緑
茶
加
工
セ
ン
タ
ー（
有
）４

（
平
生
）

３
等　

３
点
入
賞

︻
深
蒸
煎
茶
の
部
︼

１
等

三
重
県
議
会
議
長
賞

（
有
）畑
中
製
茶　

畑
中　

勇
作（
立
岡
）

全
国
茶
生
産
団
体
連
合
会
長
賞

（
有
）畑
中
製
茶　

畑
中　
　

晃（
立
岡
）

２
等

・（
有
）
畑
中
製
茶　

畑
中　

藤
治

　
（
立
岡
）

・（
有
）
畑
中
製
茶　

畑
中　

晃
子

　
（
立
岡
）

３
等　

２
点
入
賞

受
賞
者
（
敬
称
略
）

三
重
県
茶
業
功
績
者
表
彰

廣　
　

幸
昭
（
棚
橋
）

産
地
に
ふ
さ
わ
し
い
良
い
お
茶
を

各
種
品
評
会
入
賞
者
ら
を
表
彰

表彰された皆さん

獣
害
に
強
い
集
落
づ
く
り
へ

鳥
獣
害
対
策
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
！

獣
害
に
強
い
集
落
づ
く
り
へ

鳥
獣
害
対
策
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
！
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新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
は
、
動
物
、
特
に
鳥
類
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
ウ
イ
ル
ス
が
変
異
し
、
人
か
ら
人
へ
と
感
染
し
や
す
く
な
っ
た
も
の

で
、
そ
の
ウ
イ
ル
ス
に
対
し
、
人
は
抵
抗
力
を
持
っ
て
い
な
い
た
め
、

交
通
事
情
の
発
達
し
た
現
代
で
は
、
数
日
か
ら
数
週
間
で
世
界
中
に
ウ

イ
ル
ス
が
広
が
る
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
い
つ
か
発
生
す
る
の
は
間
違
い
な
い
と
世

界
中
の
専
門
家
が
警
告
し
て
お
り
、
対
策
を
急
ぐ
必
要
が
あ
り
ま
す
。

家
庭
で
の
予
防
と
対
策

●
発
生
前
に
で
き
る
こ
と
●

①
２
週
間
分
程
度
の
日
常
生
活
必

需
品
や
食
料
品
の
備
蓄
を
す
る
。

②
外
出
か
ら
帰
っ
た
ら
必
ず
う
が

い
と
手
洗
い
を
す
る
。

③
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
（
咳
・
く
し
ゃ

み
の
際
に
テ
ィ
ッ
シ
ュ
で
鼻
と

口
を
押
さ
え
、
他
の
人
か
ら
顔

を
そ
む
け
１
ｍ
以
上
離
れ
る
）

を
心
が
け
る
。

④
通
常
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク

チ
ン
の
接
種
を
受
け
る
。

※
最
近
の
米
国
の
研
究
で
通
常
の

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
を
接

種
す
る
こ
と
で
、
鳥
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
に
感
染
し
た
場
合
の
死
亡
率

が
減
少
す
る
可
能
性
が
動
物
実
験

で
確
か
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

⑤
自
分
や
家
族
の
生
活
範
囲
内
の

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
発
生

の
有
無
に
つ
い
て
、
情
報
収
集

を
す
る
。

●
発
生
中
の
心
が
け
●

①
感
染
予
防
の
た
め
、
不
要
不
急

の
外
出
は
避
け
る
。

②
外
出
し
て
帰
っ
た
ら
、
充
分
な

手
洗
い
と
う
が
い
、
洗
顔
を
す

る
。

③
潜
伏
期
間
内
で
も
人
に
感
染
す

る
可
能
性
が
あ
る
の
で
、
周
辺

に
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
患
者

が
発
生
し
て
い
る
情
報
が
あ
る

場
合
で
、
10
日
以
内
に
発
熱
し

た
時
は
速
や
か
に
保
健
所
や
保

健
セ
ン
タ
ー
へ
電
話
で
相
談
す

る
。

④
マ
ス
コ
ミ
や
関
連
機
関
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
な
ど
か
ら
流
行
状
況

や
最
新
の
情
報
の
収
集
に
心
が

け
る
。

予
備
知
識

●
効
果
の
あ
る
消
毒
薬
●

◦
消
毒
用
エ
タ
ノ
ー
ル
（
７
６
．

９
～
８
１
．
４
％
）

◦
家
庭
用
塩
素
系
漂
白
剤
（
次
亜

塩
素
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
を
主
成
分

と
す
る
も
の
。
酸
素
系
漂
白
剤

は
消
毒
効
果
が
あ
り
ま
せ
ん
）

◦
加
熱
消
毒
（
75
℃
１
分
間
）

※
加
熱
が
可
能
な
も
の
は
熱
湯
、

ア
イ
ロ
ン
な
ど
を
用
い
て
の
加
熱

消
毒
も
可
能
で
す
。

家
庭
で
で
き
る

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策

▽
問
合
先　

役
場
福
祉
保
健
課
（
☎
６
２
︱
１
１
１
２
）

平
成
20
年
分
の
所
得
に
か
か
る

町
県
民
税
の
申
告
と
所
得
税
の
確

定
申
告
の
受
け
付
け
が
、
２
月
16

日
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

今
年
は
住
宅
取
得
者
を
対
象
に
、

次
の
と
お
り
説
明
会
を
開
催
し
ま

す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

説
明
会
で
は
、
説
明
を
聞
き
な

が
ら
自
分
で
申
告
書
を
記
入
し
、

完
成
し
た
確
定
申
告
書
は
、
そ
の

場
で
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▽
問
合
先　

伊
勢
税
務
署
個
人
課

税
第
１
部
門
（
☎
２
８
︱
３
１

９
１
）
ま
た
は
役
場
税
務
住
民

課
（
☎
６
２
︱
２
４
１
４
）

◦ご注意ください◦
医療費控除や年の途中で退職した人など

を対象とした説明会はありません。
国税庁ホームページ（http://www.nta.

go.jp）に確定申告書が簡単に作成できる
『確定申告書作成コーナー』がありますの
で、ぜひご利用ください。

確
定
申
告
説
明
会
の
ご
案
内

確　定　申　告　説　明　会
対 　 　 象 住宅ローンで住宅を取得または増築をした人で一定の要件に該当する人
開 催 日 時 ２月５日（木）　午後１時３０分～３時
受 付 時 間 午後１時～１時３０分

※説明会への途中参加はできませんので、必ず開始時間までに来場してください。
開 催 場 所 役場２階 大会議室

持参するもの

① 給与・ 公的年金などの源泉徴収票（２か所以上から受給をしている人は、すべての源泉徴収票）
② 事業をしている人は、事業の収支がわかるもの
③ 国民健康保険税や国民年金保険料など社会保険の年間支払額のわかるもの
④ 生命保険料や損害保険料などの控除証明書
⑤ 筆記用具、計算用具、印鑑
⑥ 預金通帳など、本人名義の口座番号がわかるもの
⑦ 住民票の写し
⑧ 家屋などの登記事項証明書
⑨ 家屋などの売買契約書または建築工事請負契約書の写し
⑩ 住宅等取得資金にかかる借入金の年末残高等証明書
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子どもたちの感想

◦歯は一生ものだから、大切に１
本１本育てていくようにします。

◦歯の間に汚れがいっぱいあった
のでがっかりです。

◦今まで３０秒で終わっていたの
でこれから３分くらい歯磨きを
してピカピカにしたいです。
◦磨けば口の中の細菌もとれるの
で、磨こうと思いました。

◦歯茎が赤かったから、歯茎も
ちゃんと磨くようにしたいです。
◦自分ではきれいだと思っていた
のが、赤いのがいっぱいでびっ
くりしました。

町では平成１７年度から、学校・保護者・地域・行政が一緒に考え「児童のお口の健康づくり」に取り組ん
でいます。今年は１１月、１２月に、小学４年生を対象にした歯の衛生教室が開催されました。
自分のお口と真剣に向き合う子どもたちのようすを紹介します。

先生のワンポイントアドバイス

虫歯と歯肉炎は、歯と歯茎についた歯垢（プラーク）
を落とすことで予防できます。

毎日少し意識してていねいに磨きましょうね。きれ
いな白い歯でいられますよ。

正しい磨き方を学ぶ

お口の汚れを洗い出し

歯科衛生士さんが仕上げ磨き

歯垢（プラーク）中の細菌を顕微鏡で視察

子どもたちから先生に質問

Ｑ．歯が痛いけど、どうしたら残さず磨けるのですか？
Ａ．歯ブラシの毛が硬いと磨きにくいですね。毛先が

柔らかいものを選んでみてください。

Ｑ．正しい歯ブラシの持ち方を教えてください。
Ａ．鉛筆のように持つか、握り持ちでもいいですよ。

持ちやすい方で歯磨きしてください。

Ｑ．虫歯は放っておいても治るのですか？
Ａ．できてしまった虫歯は、歯医者さんに行かないと

治りませんよ。

保健師メモ

度会町は県内でも有数の「幼児の虫歯が少な
い町」です。

子どもが小さい間は、保護者が仕上げ磨きを
してください。小学生になったら、子ども自身
が歯磨き上手になることが大切です。

いつまでもピカピカの歯でおいしく食事をし
て、健康な生活を送りましょう。
１人当たり平均虫歯数

度会町（県内順位） 県平均

１歳６か月児健診 ０. ００本
（１位） ０. ０７本

３ 歳 児 健 診 ０. ９０本
（２位） １. ２２本

（平成１９年度幼児歯科健診結果）

子どもの歯の健康を考える子どもの歯の健康を考える

『自分で守ろう！ 元気な歯と歯ぐき』
～ 度会小学校４年生　歯の衛生教室で学ぶ ～

▷問合先
役場福祉保健課

（☎６２－１１１２）
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Minamiise High School
Communication
Minamiise High School
Communication

南伊勢高校 度会校舎通信南伊勢高校 度会校舎通信

◎１・３学年　秋の遠足
１１月１４日、１学年は『犬山リトルワールド』へ、３学年は『長島スパーランド』へ秋の遠足に出

かけました。
　　　　　　　＊　　　　　　　　　＊　　　　　　　　　＊

今の日本にはさまざまな国から来た人たちが移り住んでいます。その人たちはそれぞれ固有の文化を
持って生活しています。ところが日本人には、その人たちも日本の文化に合わせてもらおうとする風潮

があるように思います。移り住んできた人たちにとっては、自国の文化を否定されているようで、困惑したり悲しい気持ちになっ
たりすると思います。だからこそ「リトルワールド」のようなところで、さまざまな国の文化を知り、移り住んできた外国の人
たちもストレスを感じないようにしていくべきだと思います。異文化に触れることで異文化の良さを知り、そうすることで日本
の文化の良さもわかってくると思います。文化をわかり合うことが、将来起こるかもしれない国同士の問題を解決する糸口になっ
てくれると信じたいです。（１年　森本司）

＊　　　　　　　　　＊　　　　　　　　　＊
「カンボジアサーカス」は、笑いと驚きがあってとても良かった。特にバランスを取りながら３人が肩に乗っていくのと火の

輪くぐりには思わず声を出してしまった。
「リトルワールド」の園内は意外と広く、自由時間では全部見ることはできなかったが、お土産店や飲食施設が多いので、か

なり楽しめた。（１年　中島雅弘）
＊　　　　　　　　　＊　　　　　　　　　＊

男の人と女の人の恋物語で始まった「カンボジアサーカス」は、私が想像していた玉乗りや猛獣が出てくるサーカスとは違っ
ていて、とても楽しかったです。２ｍ近くあるセットを軽々と飛び越えたり、とてもからだの柔らかい女の人の技では、足の間
から顔が出てきたりして驚きました。火のついた棒の３人でのジャグリングやラストの火の輪くぐり…燃えさかる火の輪を次々
とくぐり抜けていくさまは、言葉にならないくらい素敵でした。（１年　中西瑞季）

＊　　　　　　　　　＊　　　　　　　　　＊
高校最後の遠足は「長島スパーランド」へ行きました。いつものように学校へ集合してからバスで向かいました。バスの中で

はカラオケなどをして楽しく過ごしました。
「長島スパーランド」では、遊園地やジャズドリーム長島でそれぞれが思い思いの所へ行き、乗り物

に乗ったり買い物をしたりしました。
高校生活で最後の遠足は、本当に思い出深いものとなりました。来春からはみんなばらばらになってしま

いますが、最後に友だちと楽しく過ごすことができて良かったです。（３年　尼崎利佳・清水亮子 ）

◎２学年修学旅行 ～好天の沖縄を満喫～
２学年は１１月１３日から１５日の３日間、修学旅行で沖縄を訪れました。「平

和祈念資料館」や「美ら海水族館」「万座毛」「首里城公園」などを見学しました。
修学旅行で一番の目的であった平和学習において大きな成果をあげ、沖縄の自然
や文化にも触れることができました。

２日目は、班毎に分かれてタクシーを１日に貸し切り、タクシー研修を実施し
ました。希望の見学地を探訪したり、体験学習に参加したり、また釣りやシュノー
ケリングを楽しんだ班もありました。

旅行中は天候にも恵まれ、生徒は規律やマナーをよく守り、全員無事に度会校
舎へ帰ることができました。解団式の時には、全員の表情に満足感があふれ、と
ても素晴らしい修学旅行でした。

＊　　　　　＊　　　　　＊
修学旅行１日目は「ガマ（自然壕）」に入った。中は広かったが、天井が低い

ところもあり、懐中電灯を消したら真っ暗で何も見えなかった。２日目は複数の
班に分かれてのタクシー研修。僕らの班は、「美ら海水族館」や「ビオスの丘」

などに向かった。たくさんの海の生き物や珍しい植物を
見ることができた。３日目の「道の駅」では、先生を含
めたほとんどの仲間がアイスを食べていたのが印象深
い。沖縄は気温も人のぬくもりもとても暖かいところ
だった。（２年　西村幸大）

vol. ₄₄

１月カレンダー
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3
× × ×

4 5 6 7 8 9 10
× × × × ○ ○ ×
11 12 13 14 15 16 17
× × ○ × ○ ○ ×
18 19 20 21 22 23 24
× ○ ○ ○ ○ ○ ×
25 26 27 28 29 30 31
× ○ ○ × ○ ○ ×

○：午前９時～午後５時開放
×：地域開放日ではありません
◦開放日は会議や出張などで変更することがありま

すので、ご了承ください。
◦ホームページで新着図書情報をお知らせしています。
　http://www.mie-c.ed.jp/hwatar

◎図書館開放予定日
度会校舎図書館は、次の日程で地域の皆さ

んに開放しています。

秋 の 遠 足

首 里 城

郷土料理を堪能
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去る１１月２４日、中川第２グラウンドを会

場に第２３回度会町少年ソフトボール大会が開

催されました。

大会結果

優　勝　中川スポーツ少年団

準優勝　一之瀬イーグルス

町少年ソフトボール大会

優勝　中川スポーツ少年団
町少年ソフトボール大会

優勝　中川スポーツ少年団

中川スポーツ少年団

一 之 瀬 イ ー グ ル ス

去る１２月２４、２５日の両日に、台湾で開催された「日本・台湾女子親善ソフトボール大会」のナショナルチームに、度会エンペラーズから大西由美さん（長原）、西本奈央さん（南伊勢町）が選出され出場しました。
これに先駆け同月３日、役場において出場選手の激励会が行われ、選手は健闘を誓いました。

度会エンペラーズから２選手
日本・台湾女子親善ソフトボール大会へ出場

度会エンペラーズから２選手
日本・台湾女子親善ソフトボール大会へ出場

健 闘 を 誓 う 選 手
（写真中 大西さん　写真右 西本さん）

去る１１月２３日、度会小学校を会場に『み

えアカデミックセミナー ２００８ 移動講座』

が開催されました。

講座では、三重中京大学陸上競技部監督 市 

武徳さんを迎え、陸上競技や他のスポーツ競技

を通じて努力することの大切さ、その苦労の末

につかみ取る感動や楽しさ、さらにはスポーツ

の基本的な取り組み方などを、実技を交えて指

導がなされました。

度会小学校で『みえアカデミック

セミナー　2008 移動講座』が開催
度会小学校で『みえアカデミック

セミナー　2008 移動講座』が開催

10広
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去る１２月７日、度会小学校体育館で第５回中日新聞社杯度会町家庭婦人バレーボール大会が開催されました。
大会結果　優　勝　ラブリー

準優勝　ソフトリー
３　位　リバース
４　位　マミーズ

中日新聞社杯 町婦人バレー大会
ラブリーが優勝

中日新聞社杯 町婦人バレー大会
ラブリーが優勝

PHOTO GALLERY

Nice day
Nice shotフォト 

ギャラリー 

去る１１月２８日、役場庁舎近くのゲートボー

ル場で度会町議会杯ゲートボール大会が開催され

ました。
参加された７チーム３８人余は、足元も軽やか

に、ボールの音を響かせ、熱戦を繰り広げていま

した。

大会結果
優　勝　大野木チーム　準優勝　棚橋Ａチーム

３　位　柳チーム　　　敢闘賞　平生チーム

去る１２月１５日、度会町商工会女性部（木本

タヱ子部長）の皆さんが、サンタさんに変装し、茶

殻と茶の実を詰めた手作り枕と、町の木であるヒノ

キを枕用に削りだしたものを詰めた手作り枕をあわ

せて３０個、わたらい緑清苑の皆さんにクリスマス

プレゼントとして贈りました。
４６人の部員の皆さんは、町の特産である茶を

活用しようと、夏過ぎから各家庭で茶殻を捨てずに

乾燥したり、茶畑で茶の実を集めたりし、枕を丁寧

に作りました。
部員の皆さんは「皆さんの喜ぶ顔が見られたら」

と優しく手渡され、わたらい緑清苑の皆さんは、好

みの枕を選び、嬉しそうに受け取っていました。

メリークリスマス
お茶枕などをプレゼント

メリークリスマス
お茶枕などをプレゼント

熱戦！議会杯ゲートボール大会熱戦！議会杯ゲートボール大会

去る１１月２２日、内城田スポーツクラブの皆さんとその保護者、指導者らが、青少年健全育成の一環として、小学校の校庭やその周辺の道路で、ごみ拾いなどの清掃美化活動を行ってくれました。
ありがとうございました。

内城田スポーツクラブ
清掃美化活動を実施

内城田スポーツクラブ
清掃美化活動を実施
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お知らせ 
INFORMATION 

1
January

▶開催日時　３月８日（日）　午後１時～５時
▶開催場所　三重県総合文化センター大ホール（津市）
▶対 象　県民の皆さん
▶内 容　華道家假屋崎省吾氏の特別講演をはじめ食

生活ジャーナリスト岸朝子氏の基調講演、
シンポジウムなど

▶申込方法　往復はがきまたはホームページにより申込
※定員になり次第締切
※往復はがき記載内容など詳しくはお問い合わせください。
▶申 込 先　〒１０１－８３２３　東京都千代田区神田小

川町２－１０㈱日本経済広告社「２００８
糖尿病シンポジウム」宛
http://www.nittokyo.or.jp

▶問 合 先　県健康福祉部健康づくり室（☎０５９－２
２４－２２９４）または県津保健福祉事務
所総務企画室企画課（☎０５９－２２３－
５２９４）

「糖尿病シンポジウム in 三重」を開催

第１０回ＪＡ伊勢ふれあいチビッ子
マラソン大会参加者募集

健康づくりにはマラソンを！
ＪＡ伊勢では、小学生を対象としたマラソン大会を開

催します。旅行券などの豪華副賞、親子の絆を深める親
子ペアの部での出場、また会場では、女性部によるあっ
たか煮の無料配布などを楽しんでいただけます。
▶開催日時　２月２１日（土）　午前８時３０分～
※雨天の場合は順延
▶開催場所　県営サンアリーナ周辺道路
▶参加資格　ＪＡ伊勢管内にお住まいの小学生児童
▶申込期限　１月２３日（金）まで

詳しくは最寄りの支店へお問い合わせいただくか、
ホームページをご覧ください。
▶問 合 先　伊勢農協度会支店（☎６２－１１２２）、

http://www.jaise.jp/

買ってすぐ使わなくなった子ども服やおもちゃ、捨て
るには惜しい日用品や衣料品などを持ち寄って、誰でも
無料で持ち帰れるリサイクルの会を開催します。
▶開催日時　１月１７日（土）　午後１時～４時３０分
▶開催場所　町民体育館
▶申 込　不要
※当日会場にて受付
▶持参するもの
・出品物を置く敷物
・品物を持ち帰る袋
▶問 合 先　町地域交流センター内町子育てボランティ

アの会（☎６３－００７０）

リサイクルの会を開催

１０月２６日から、「三重県最低賃金」が１２円引き
上げられ、時間額７０１円となりました。この最低賃金
は、年齢・雇用形態（パート・アルバイトなど）を問わ
ず、原則、県内で働く全ての労働者に適用されます。

また、特定の産業の事業場で働く労働者には、産業別
最低賃金が定められています。５業種の産業別最低賃金
については、１２月２６日から時間額で９円から１１円
引き上げられます。

詳しくはお問い合わせください。
▶問 合 先　三重労働局賃金室（☎０５９－２２６－

２１０８）または伊勢労働基準監督署（☎
２８－２１６４）

三重県最低賃金の改正について

お母さんのためのリフレッシュ講座
『子どものマフラーを作ろう』を開催

▶開催日時　１月２８日（水）
午前１０時～１１時３０分ごろ

▶受付時間　午前９時４５分～
▶開催場所　町子育て支援センター
▶対 象　子育て中の人
▶定 員　１５人（先着順）
▶参 加 費　１００円
▶申込期間　１月１３日（火）～２０日（火）
▶託 児　あり
▶申込・問合先　町子育て支援センター（☎６３−００７０）

度会町青少年育成町民会議読書推進部会では、日本初
のブックドクター朗天狗さんによる読み聞かせ会を開催
します。お気軽に申し込みください。
▶開催日時　１月３１日（土）　午後２時～３時
▶開催場所　町保健センター
▶対 象 者　幼児から小学生の親子
▶内 容　子ども対象の読み聞かせ
▶申込期限　１月２６日（月）まで
▶申込・問合先　町教育委員会事務局（☎６２−２４２２）

読み聞かせ会を開催

宮リバー度会パークジョギング大会
車両通行止めにご協力ください

▶通行止日時　１月２５日（日）午前９時～１１時
　予備日　２月１日（日）

▶通行止箇所　町道大野木棚橋線度会中学校グラウンド
前～サニーロード三叉路信号までの間

▶問 合 先　町教育委員会事務局（☎６２−２４２２）
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昼間部（午前部・午後部）・夜間部の３部制からなる
柔軟なシステムの単位制定時制高等学校（普通科・もの
づくり工学科）です。
前期・特別選抜
▶申込期間　１月２８日（水）～２月２日（月）
▶試 験 日　・前期　２月９日（月）

・特別　２月１０日（火）
▶試験内容　作文・面接
▶対 象　・前期　今春の中学校新卒者

・特別　成人・中学校既卒者
後期選抜
▶申込期間　２月２４日（火）～２６日（木）
▶試 験 日　３月１２日（木）
▶試験内容　学力検査（国語・数学）・作文・面接
※成人が夜間部を受験する場合、学力検査は免除します。
▶対 象　今春の中学校新卒者・中学校既卒者・成人
▶問 合 先　伊勢まなび高等学校（☎２５－３６９０）
※中学生の人は、学校の先生に尋ねてください。

伊勢まなび高等学校生徒を募集

１１０番は、緊急通報用の電話です。
通報内容によっては緊急対応を必要としない相談など

が数多くあり、緊急通報に対する警察の対応に少なから
ず影響を及ぼしています。

１１０番は目的に沿った正しい利用をお願いします。
※困りごとや悩みごとは、☎０５９－２２４－９１１０
または『＃９１１０』（プッシュ回線・携帯電話のみ可）
へお願いします。

１１０番通報するときは、
◦いつ
◦どこで
◦何があったか
◦犯人は
◦あなたの住所、氏名
以上のことを、落ち着いて要領よく通報してください。
▶問 合 先　伊勢警察署地域課（☎２０－０１１０）

１月１０日は『１１０番の日』
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学校説明会
▶開催日時　２月８日（日）および３月８日（日）午後２時

～４時、３月２１日（土）午前１０時～正午
▶開催場所　松阪高等学校
入学試験
▶受付期間　２月２４日（火）～２７日（金）正午まで
※受付時間は午前９時～午後４時までで、土・日曜日は
受け付けをしません。
▶試 験 日　３月１２日（木）
▶試験内容　面接試験のみ
▶そ の 他　定員に満たないときは、再募集をおこない

ます。
▶問 合 先　松阪高等学校通信制課程（☎０５９８－３

０－５３００）

松阪高校通信制課程生徒を募集

ＮＨＫ学園では、広域通信制高等学校および生涯学習
通信講座の学生・受講者を募集しています。

まずは無料の案内書・願書をご請求してください。
▶募集内容　・高等学校普通科

・生涯学習通信講座
▶募集期間
・高等学校普通科　２月１日（日）～４月２０日（月）
・生涯学習通信講座　通年申込受付
▶問 合 先　ＮＨＫ学園（☎０４２－５７２－３１５１）、

案内書請求フリーダイヤル（☎０１２０－
０６－８８８１）

ＮＨＫ学園
平成21年度入学生・受講者募集
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シリーズ 

今夜の夕食 今夜の夕食 

１歳６か月児
健 診

保　健　情　報 

●問い合わせは、役場福祉保健課（☎62−1112）まで●

２月１８日（水）
受付：午後０時３０分～
　　　０時４５分
場所：町保健センター
対象：平成１９年６月・７月

生まれのお子さん

※口座振替日は、１月２７日
（火）です。預貯金残高の確認
をお願いします。

▶開催日時
１月９日（金）・２３日（金）
午前１０時～午後４時

▶開催場所
役場１階 第１会議室

▶申込・問合先
役場福祉保健課（☎６２－２４
１３）または伊勢・度会地区障
害者相談支援センター『ブレス』

（☎２０－６５２５）

障害者相談支援センター
『ブレス』巡回相談

町 県 民 税　第４期

国民健康保険税　第９期

２月１８日（水）
受付：午後１時１０分～１時３０分
場所：町保健センター
対象：◦　２か月児健診　平成２０年１２月生まれのお子さん

◦　７か月児健診　平成２０年７月生まれのお子さん
◦１２か月児健診　平成２０年２月生まれのお子さん

２月６日（金）
受付：午前１０時～１１時
場所：町地域交流センター
対象：０～６歳までのお子さ

ん

乳 児 健 診

今何かと忙しかったお正月も終わりよう
やく平常の生活に戻りつつある中、お手軽
に作れるべっこう寿司を紹介します。

お刺身をしょうゆ漬けにしてあるので、
生魚の苦手な人でも大丈夫です。

度会町食生活改善推進協議会

お手軽料理　べっこう寿司

❶ご飯は普通に炊き、Ａを混ぜ、すし飯を作る。
❷魚は刺身のように切り、Ｂの漬け汁に漬けておく。
❸にんじん・もどした干ししいたけ・ゆでたけのこはそ
れぞれ短いせん切りにして、Ｃの調味料で煮る。
❹さやえんどうは塩ゆでし、細切りにする。卵は錦糸卵
にする。
❺すし飯に③を混ぜ合わせて器に盛り、上から④と魚を
のせ、刻みのりをふりかけ、紅しょうがを添える。

材料（４人分）
米 １合半
　　酢 ３０㏄
Ａ　砂糖 大さじ４
　　塩 小さじ１
　　酒 小さじ１
魚（刺身） １２～１６切れ
Ｂ　しょうゆ 大さじ３
　　砂糖 大さじ１
にんじん ２分の１本

干ししいたけ ３枚
ゆでたけのこ ２分の１本
　　だし汁 １カップ
Ｃ　しょうゆ 大さじ２
　　砂糖 大さじ３
さやえんどう １０枚
卵 ２個
紅しょうが 適宜
刻みのり ４ｇ

作
り
方

育 児 相 談
（保健相談及び栄養相談）

1月の町税
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子育て支援センターでは、メールでの相談も受け付けています。
メールアドレス　watako@amigo2.ne.jp

▶実施日時
２月５日（木）・１９日（木）
　午後５時１５分～７時
※取り扱う事務は一部証明などに
限りますので、詳しくは実施窓口
までお問い合わせください。
▶実施窓口
役場税務住民課住民係
　（☎６２−２４１１）
役場税務住民課税務係
　（☎６２−２４１４）
役場出納室
　（☎６２−２４１０）

子育て支援情報

地元産の新鮮
な野菜やお茶、
手作りお菓子な
どを販売してい
ます。

また、素敵な
プレゼントがも
らえるゲームを
行います。

バザールわたらい産直市

▷開催日時　１月１８日（日）、２月１日（日）
　　　　　　午前９時～１１時
▷開催場所　宮リバー度会パーク バザールわたらい
▷問 合 先　役場産業建設課（☎６２－２４１６）

●問い合わせは、町地域交流センター（☎63−0070）
　または役場福祉保健課（☎62−1112）まで●

遊・友・YOUくらぶ
２月２５日（水）

《ひよこグループ》
２月２６日（木）

《うさぎグループ》
時間：午前１０時～正午ごろ
場所：町子育て支援センター
※初回のみ要申込み

わたっこ広場開放
毎週火・金曜日
時間：午前１０時～正午
場所：町子育て支援センター
対象：保育所に行っていない
　　　お子さん

地区巡回広場わたぼうし
２月　５日（木）
　　一之瀬公民館
２月１９日（木）
麻加江生活改善センター

時間：午前１０時～
　　　１１時３０分ごろ
内容：保育士による手遊び、
　　　自由遊びなど
対象：保育所に行っていない
　　　お子さん

創作活動室開放
（自由に遊んでいただけます）

月～金曜日
時間：午前９時３０分～
　　　午後２時３０分
場所：町子育て支援センター
対象：保育所に行っていない
　　　お子さん

おくやみ

おめでた 

11月中に届出のあった方 （敬称略）

	 子の名前	 保護者名	 字名

福井　雅
まさ

英
ひで

	 仁茂	 大野木

細川　梨
り

乃
の

	 公慈	 川　口

奥野　優
ゆう

花
か

	 由香	 小　川

牧　　百
もも

奏
か

	 卓	 棚　橋

11月中に届出のあった方 （敬称略）

	 名　前	 年齢	 字名
北村　清 郎	 ８９	 坂　井
奥村　あさゑ	 １００	 川　口
貞森　シズノ	 ８８	 小　川
稲美　俊吉	 ８０	 棚　橋

2月の窓口延長

切り干し大根
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広報 わ
た
ら
い

南伊勢高等学校度会校舎普通科１年生で陸上部に
所属し、さきの『大分国体』に出場した田中良典さん。
田中さんは、『大分国体』において、円盤投げ（少
年男子Ｂ）に出場し、１０位という成績を残されま
した。

★なぜ今の高校に入学したのか
中学校では陸上競技部に入り、投てき種目に励

んでいました。南伊勢高校の山本先生のもとで投
てきを続けたかったからです。

★学校生活（勉強・友人など）について
学校生活は楽しいです。勉強は頑張っています。

友だちとも仲良くしています。
★陸上を始めるきっかけやその魅力は

２人の兄が投てき種目で全国大会に行ったこと
がきっかけです。

★国体の感想は
緊張はあまりなかったです。自分より強い相手

と試合できてよかったです。
★今後の目標は（インターハイ・国体など）

全国大会優勝！
★趣味・特技は

歌を歌ったり、音楽を聴いたりすることです。
★度会町の好きなところは

自然がすばらしく、のんびりしたところです。

今 月 の 表 紙

一
日
一
歩

度会町

町 の う ご き
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あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

昨
年
中
は
、
取
材
な
ど
に
向
か
う
先
で
、
た

く
さ
ん
の
皆
さ
ん
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
毎
月

広
報
を
発
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

昨
年
以
上
に
町
の
出
来
事
、
話
題
、
情
報
を

お
伝
え
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
本

年
も
『
広
報
わ
た
ら
い
』
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

新
し
い
年
が
皆
さ
ん
に
と
っ
て
よ
い
１
年
と

な
り
ま
す
よ
う
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

人　口	 男　４, ４２９	（＋ ７）	出生　　５
女　４, ７３１	（± ０）	死亡　 ４
計　９, １６０	（＋ ７）	転入　１３

世帯数２, ７８６	（＋ ６）	転出　 ７

平成２０年１１月３０日現在
(　 ) 内は前月比

去る１２月１４日、町、各区・自治会、自主防災組織主
催の『度会町総合防災訓練』が町内全域の各地区避難所な
どで行われました。

訓練では、町消防団の指導のもと、地域の皆さんは、人
命救助の仕方や小型消防ポンプの取扱い方などを教わっ
て、実際に体験し「１回やっておくのとやったことがない
のとでは全然違う」など防災・減災対策について意見を交
わしていました。

中には、炊き出し訓練や火災防御訓練など独自の訓練を取
り入れる地区もあり、皆さん真剣に取り組まれていました。

田
た

中
な か

　 良
り ょ う

典
す け

 さん
（棚 橋）15歳

こ
の

広
報

誌
は

再
生

紙
を

使
用

し
て

お
り

ま
す

。

かがや 
びと

わたらい人人
No.
79輝け輝け

a Person of Shining Watarai 


